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米
国
の
高
校
生
と
交
流 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
国
際

文
化
学
科
の
学
生
十
五
人
は
七

月
十
八
日
、
国
際
生
活
体
験
協

会
金
沢
支
部
の
招
き
で
金
沢
市

に
滞
在
し
て
い
る
米
国
の
高
校

生
十
人
を
学
内
に
迎
え
、
交
流

し
ま
し
た
。
初
め
は
第
二
体
育

館
で
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
、
昼
食
を
挟
ん
で
グ
ル
ー
プ 

文
学
部
公
開
講
座 
多
彩
な
テ
ー
マ
で 

 

明
治
期
は
家
父
長
制
を
温
存

す
る
法
律
に
よ
り
、
女
性
の
社

会
的
地
位
は
史
上
最
低
だ
っ

た
。
明
治
初
め
の
女
子
就
学
率

の
低
さ
、
男
子
中
学
に
比
べ
た

女
学
校
の
圧
倒
的
少
な
さ
に

は
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
以
上

の
勉
学
は
女
子
に
は
望
ま
し
く

な
い
と
す
る
国
家
思
想
が
表
れ

て
い
た
。
明
治
後
期
に
は
、
女

子
専
門
校
の
出
現
な
ど
「
良
妻

賢
母
」
を
主
眼
と
す
る
女
子
教

育
熱
は
高
ま
り
を
見
せ
る
が
、

女
性
が
文
章
を
書
く
こ
と
に
対

す
る
偏
見
は
根
強
か
っ
た
。 

日
本
文
学 

寺
田
智
美
講
師 

遠
藤
周
作
の
文
学 

 

 

日
本
文
学 

山
下
久
夫
教
授 

 

井
原
西
鶴
の
廓
（
く
る
わ
）

を
舞
台
に
し
た
作
品
は
、
遊
女

と
客
が
織
り
成
す
嘘
の
上
に
築

か
れ
た
世
界
を
通
じ
て
、
人
間

の
解
放
、
人
間
の
真
実
を
追
求

す
る
世
界
を
描
い
た
。『
好
色
一

代
男
』
は
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。

「
虚
実
皮
膜
（
ひ
に
く
）
の
間
」

を
唱
え
た
近
松
門
左
衛
門
は
、

廓
に
理
想
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
心
中
死
の
よ
う
な
悲
惨

な
現
実
を
基
に
し
て
人
間
の
真

実
を
描
い
た
。
『
心
中
天
の
網

島
』
な
ど
は
近
松
文
学
の
深
さ

が
出
た
作
品
で
あ
る
。 

国
際
文
化 

前
川
浩
子
助
手 

 

現
実
の
体
型
は
普
通
な
の

に
、
自
分
は
太
っ
て
い
る
と
評

価
す
る
人
の
割
合
が
高
い
。
ミ

ス
・
ア
メ
リ
カ
の
優
勝
者
が

年
々
ス
リ
ム
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

な
ど
で
、「
や
せ
て
い
る
方
が
魅

力
的
だ
」
と
い
っ
た
価
値
観
が

や
せ
願
望
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
。
し
か
し
、
男
性
が
最
も
魅

力
を
感
じ
る
女
性
は
適
正
体
重

で
腰
回
り
が
く
び
れ
た
体
型
で

あ
る
と
す
る
研
究
も
あ
り
、
男

女
間
で
体
型
の
見
方
に
ズ
レ
が

あ
る
の
は
興
味
深
い
。 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
個
人

的
な
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
援
助
の
た
め
の
面
接
で
あ

り
、
共
感
的
な
「
聴
く
」
過
程

が
中
心
で
あ
る
。
聴
く
時
に
は
、

相
手
と
の
距
離
、
顔
の
高
さ
、

視
線
、
身
体
言
語
、
声
の
調
子

な
ど
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

聴
く
技
法
と
し
て
は
、
①
促
し

②
繰
り
返
し
③
要
約
④
解
釈
⑤

共
感
⑥
保
証
⑦
質
問
―
が
あ

る
。
人
の
話
に
は
、
事
実
、
感

情
、
結
論
（
計
画
）
の
三
要
素

が
あ
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で

は
感
情
に
中
心
を
置
く
。 

国
際
文
化 

木
場
深
志
教
授 

江
戸
の
女
性 

 
 

明
治
の
女
性 

 
 

ダ
イ
エ
ッ
ト
心
理 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
公
開
講
座
は
七
月
十
六
日
と
二

十
三
日
に
金
沢
市
西
町
教
育
研
修
館
、
三
十
日
に
富
山
県
高

岡
文
化
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
日
本
文
学
科
、
国
際

文
化
学
科
の
教
員
五
人
が
文
学
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
女
性
像

や
日
常
の
な
か
の
心
理
学
、
宗
教
的
な
観
点
か
ら
見
た
文
学

の
比
較
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。 

「
海
と
毒
薬
」
や
「
沈
黙
」
で

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
対
比
し

て
日
本
人
の
罪
責
意
識
を
描

き
、
日
本
人
の
特
異
な
精
神
風

土
を
問
う
た
。
遠
藤
文
学
は
宗

教
、
文
化
の
交
差
点
で
あ
る
が
、

実
際
に
交
わ
っ
て
い
る
と
思
い

込
む
の
は
危
険
で
あ
る
。
遠
藤

の
キ
リ
ス
ト
教
は
浄
土
教
に
似

た
部
分
が
あ
っ
て
多
分
に
日
本

的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
の

上
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
文
化

が
高
架
の
よ
う
に
す
れ
違
っ
て

い
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。 

国
際
文
化 

槻
木 

裕
教
授 

石
田
校
長
の
尺
八
も
加
わ
っ

て
箏
の
演
奏
を
披
露
す
る
邦

楽
部
員
＝
東
高
校
体
育
館 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
学
校
見

学
会
は
七
月
二
十
八
日
、
校
内

で
行
わ
れ
、
訪
れ
た
中
学
生
と

保
護
者
ら
約
二
百
五
十
人
が
学

校
の
特
徴
や
入
試
方
法
の
説
明

を
受
け
、
部
活
動
を
紹
介
す
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。
午
後
は
体
験
入

部
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

部
活
動
紹
介
で
は
、
野
球
部

が
練
習
風
景
、
吹
奏
楽
部
が
マ

ー
チ
ン
グ
の
演
技
を
披
露
し
、

邦
楽
部
は
石
田
毅
士
郎
校
長
の

尺
八
を
交
え
て
箏
の
演
奏
を
披

露
し
た
の
を
は
じ
め
、
応
援
団

を
含
め
て
十
五
の
部
が
活
動
ぶ

り
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

楽
し
い
部
活
動
を
ア
ピ
ー
ル 

東
高
校
で
中
学
生
の
学
校
見
学
会 

 

遠
藤
は
十
一
歳
で
カ
ト
リ
ッ

ク
の
洗
礼
を
受
け
た
。
初
期
の 

別
の
懇
談
会

＝
写
真
上
＝

を
行
い
ま
し

た
。
映
画
や

ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
趣
味
や

出
身
地
の
町

の
様
子
な
ど

を
話
題
に
し 

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

夕
ぐ
れ
祭
り
に
参
加 

 

七
月
二
十
八
、
二
十
九
日

に
旧
県
庁
舎
周
辺
、
広
坂
緑

地
な
ど
で
行
わ
れ
た
「
金
澤

夕
ぐ
れ
祭
り
」
に
、
金
沢
学

院
大
学
・
金
沢
学
院
短
期
大

学
は
学
校
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
＝
写

真
左
＝
を
出
展
し
、
二
十
九

日
に
は
ス
テ
ー
ジ
で
、
学
生 

が
軽
音
楽
ラ

イ
ブ
を
披
露

し
ま
し
た
。

広
坂
庁
舎
で

進
学
セ
ミ
ナ

ー
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 


